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はじめに

・本調査を行った背景背景

奈良県は観光資源を倉
庫化しているのではない
かという問いかけ

・本調査の目的目的

若者の視点から見る
ことで新たな魅力を引
き出す

現状・課題現状・課題

日本の遊園地・テーマパークの現状

• 日本の遊園地・テーマパーク業界は下降傾向に
ある。その背景には、バブル崩壊から始まり、少
子化の影響も重なり、閉園する遊園地が相次ぐ

・奈良ドリームランド、2006年に閉園

・近鉄あやめ池遊園地、2004年に閉園

• 日本では東京ディズニーリゾート、USJの２強が続
いている



生駒山上遊園地の現状1

• 「花と緑に囲まれ、みん
なが安心して遊べる遊
園地」がテーマ

顧客対象は子供 ミ• 顧客対象は子供・ファミ
リー向け

• アトラクションが子供向
けに偏っている

• 現在入園料無料

毎週木曜日定休日

生駒山上遊園地の現状2 

• 遊園地離れ・少子化の影響を受けている

• 入園者数がピーク時の５分の１まで落込む

（1992年 約70万人 、2004年 約17万人）

•• 現在（現在（20102010年）入園者数約年）入園者数約2323万人万人
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• 夜景が見れる（ナイター営業時）

• ２００６年以降、 奈良県内で唯
一の遊園地

• 平野部よりも３～５℃低く涼しい

年間の入れ込み客数

0 0
5,122

15,296

36,825

10,441 15,000

75,000

20,000 18,152
9,516

0
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

アトラクション紹介

• 国内最古の飛行塔

• 大阪平野・奈良盆地を一望す大阪平野 奈良盆地を 望す
ることができる

• 高さ３０ｍ

• 実際乗ってみると意外と高い

ケーブルカー紹介
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鉄道マニアにもアピールでき
るのに・・



問題点

• 閉園５時と早すぎる

• 夜景を活かせていない

避暑地としての対応が• 避暑地としての対応が
不十分

• 入園者数減少

• 長期休園あり

生駒山上遊園地課題

• 入園者数の増加

• 立地条件の有効活用

避暑地としての対策• 避暑地としての対策

• 観光資源の活用

• 現状のテーマと魅力の共存

生駒山上遊園地の実証調査

内部と外部に分け2種類の調査を実施

提供側

ケース

case1 男性 ６０代 ホワイトハウスのアトラクションの従業員

①良：小さい子向けになったため扱いが楽になった。

悪：怪我などの細かい心配が増えた。

②魅力：四季折々の花畑・夜のネオン（夏）・夜景

改善点：一、誰もが（色んな世代が）楽しめる場所にはなっていない

二、フリーパスの良し悪しを考えなくてはならない。

入場者数の少ない遊園地の場合、フリーパスでは儲からない。

③来るきっかけや目的になる、オリジナルの目玉になるようなアトラクション

（EX:USJや東京ディズニーランド）

case2 男性 ６０代 スカイラインの従業員

①良：子供に喜ばれる（対象が小学校2～3年生まで）

悪：若者が減った。

ナイターの時には若者が増えるが、アトラクションが子供向けなためお金を

落としてもらえない。

②魅力：夜景

課題：ない。（気づいたところ・問題点・要望があれば、その都度報告し、

改善してもらっている）

③今はない。

顧客・サービスを受ける側
ケース
case1 ファミリー ４人 幼稚園位の男の子２人

①ケーブルカーに乗りたかった。
②初めて。ケーブルカーには乗りたい。
③一昔前の遊園地・公園といったイメージ
④日陰や休憩のする場所
⑤すいていること。
乗りたい乗り物にだけ乗れること

case3 女性 ７０代 SL列車の従業員

①良：入場料が無料・子供向け・ファミリーでの来場客が増えた

身障者の方も利用しやすい、乗車できる。

悪：若者が減った

②魅力：関西地区で山頂にある唯一の遊園地・夜景と夕日・納涼地

課題：一、経営者を変える

二、子供向けなのに、トイレの数が少なく、小さすぎる。

③若者受けのあるアトラクション。

乗りたい乗り物にだけ乗れること。
周りも子供連れが多いので、自分の子供が泣いたり、
だだをこねても、気を遣わなくていい。

⑥生駒山上遊園地の乗り物は大人から見たら微妙でも、
子供からすれば丁度良くて楽しい乗り物が多い。
このような乗り物をもっと増やしてほしい。

case2 ファミリー ３人 赤ちゃん１人
①近かったので。
②５回目
③来る前：ケーブルカーが楽しそう。
来てから：イメージ通り。

④トイレが少なく、狭い（→おむつが替えにくい）
⑤入場料が無料なので気軽に行ける。敷居が低い感じ。
⑥乗り物よりも子供と一緒にゆっくりできるスペースがほしい。

case3 ファミリー ３人 小学校低学年位の男の子１人
①前にも訪れたことがあり、もう一度来たいと思った。
②５回目
③気軽・空いている・さびれている・人が少ないので来やすい。
④ご飯を食べるところが少ない。
ちょっとした休憩の場に困る。一日居にくい。

⑤並ばずに乗れるのがいい。
⑥大きなジェットコースター
山頂にあるので、昆虫などが捕れるところがあると嬉しい。

ＧＡＰＧＡＰ



①
提供側が示唆する魅力が
顧客側に伝わっていない

・夜景を生かしてない
・子供向けの遊園地づくり
に徹底されてない

お弁当広場

屋根のある休憩所

例えば例えば、、トイレートイレー

トイレは全部で

②
顧客側が感じる魅力を
提供側が認知していない

気付いていない



地元（商店街）での調査
ケース
case1 和菓子屋 ４０代 女性

①行ったことがある。
②６歳の息子がいるので、気軽に行けて遊びやすくて、丁度良い
③もう少しイベントや休憩するスペース（屋根のある）が増えると嬉しい。
④ますますファミリー向けの遊園地として頑張って行って欲しい。
⑤大阪から近いこと。また、街の雰囲気も良い。教育にも熱心！

case2 服屋 ７０代 男性
①４０年前に行ったきり
②涼しかった。普通。ファミリーパークと言った感じだった。
④すごい乗り物を取り入れるとかではなしに、自然を生かし取り込んだ、
公園の延長のような施設であってほしい。

⑤ない！住みづらい。理由として以下のものが挙げられる。
生駒市は高齢者にと は坂があまりにも多すぎる

生駒市周辺地域（奈良市）での調査

case1 観光客 ３０代 男性 交通手段：車 何処から：東京
①なんとなく聞いたことはある
②奈良や京都には観光地がありすぎて分からないので誰でも知ってそうな所に
行く
③知名度

case2 観光客 ４０代夫婦 交通手段：電車 何処から：兵庫
①生駒に昔住んでいたので知っている。
②ゆかりがあるので行くが、ゆかりがなければ行かないだろう。
理由は観光資源がないからである。山と百貨店しかない。

③イベントがあったり、知名度のあるものがあれば行く。
④子供が小さい時に行った。３～４回程度
⑤小さい子には喜ばれるが、
若い人に対しては迫力に欠ける。

case3 奈良公園の従業員 ５０代 男性
①知っている
②観光資源がない。観光地ではなく、住む所。
百貨店のみ。オシャレなレストラン・喫茶店もない。
しかし、よく考えればあるのかもしれない。認知していないだけかもしれない。

③ゴルフ場があれば行く。
また、遊園地の場合は孫がいれば行く。

④何度も行ったことがある
⑤おじいちゃんと孫が行く所といったイメージ
行ってもしょうがないというイメージ
初日の出をみるには、いいかもしれない！

⑥ハイキングがブームなので、ハイキングコースとして力をいれるといいので
は？・生駒市は高齢者にとっては坂があまりにも多すぎる

・今生駒市は高齢化してきている。にもかかわらず、個人の診療所は多くあるが、
市民病院がないのは住民にとって不安である

・元々の地元の人（２万）・外部の人（１０万）との関係性が調和されきっていない
部分があるように感じる。

case3 お肉屋 ５０代 男性 ２人
①今は行かないが、子供の小さい頃にはよく行っていた。
②普通の遊園地。しかし、昔は歌手や芸能人がたくさん来ていたし、
ケーブルを降りてすぐにある円形劇場には子供より大人が楽しみに行っていた。

③２０年前からそのまま過ぎる！変えていかないとだめ。
イベントももっとしていかないと、小さい子でも１、２回で飽きてしまう。
（ディズニーランドやスニバーサルスタジオのイベント力に負けるので）

④名所の１つであり、街のＰＲといった存在であって欲しい。
昔は生駒と言えば生駒山上という認識が広くあった。これからも、そうであってほしい。
そして、もっと商店街と協同して欲しい。

⑤年齢層によって様々な魅力がある！
子供には遊園地・教育施設の充実、治安の良さ。
大人には宝山寺や夜景、ベッドタウン、涼しさ、空気の良さ、大阪に近いのに
自然が豊富である。など

case4 薬局屋 ６０代 男性 ＆ お客さん ６０代 男性（商店街の会長）
①行ったことがある。
②伝統のある遊園地。また、飛行塔ができた当時は、とても感動した。
だから飛行塔に対する思い入れが強く、今でもそれは変わらない。

③昔は年中やっていたが、今は、冬には休園している。
創意工夫して、夏も冬もやって欲しい。

④大阪近郊の避暑地、納涼地。
⑤商店街！！商店街をさしおいて、今の生駒市はない。

は？
生駒山上の大阪側は、ハイキングコースとして整備されていて、
色々なイベントやハイキングコースを季節の花で彩るなどの工夫が見られる。
奈良側は、何も整備されていない。人を呼ぶという、やる気がみられない。

case4 奈良公園の従業員 ４０代 女性
①知っている
②近すぎて、わざわざという気がする。
③おいしいお店があれば行く。
改めて行くとあるのかもしれないが知らない。

④子供の時に行ったことがある。
⑤今はもう行こうとは思わないが、昔は嬉しかったイメージはある。
また夜景というイメージがあるが、夜に行ったことがないので
夜景を見には行ってみたい。

観光資源が
知られていない

言われて見れば、
そんな場所あったなぁ

記憶に
埋もれてしまっている

話題性に欠ける

提提 案案
調査結果からの課題としては、調査結果からの課題としては、

• 「魅力を生かすこと」

• 「知らせること」

ジェネレーションの変化

朝＝年配 昼＝家族・ハイキング客 夜＝カップル

朝＝年配 昼＝子供 夜＝カップル
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おわりにおわりに

我々の視点から見た
この生駒山上遊園地の利点を

生かすことです
実際に客層が広まるのかを

今後確かめていきたい


